
■２０２４年度、活動の概要

　明治の森箕面自然休養林管理運営協議会として、箕面自然休養林を中心に、市民が中心となった活動

による整備・管理及び活用を促進するため、情報の共有化と意見交換に努め、自主的な行動発生のため

の協議会例会を7回開催し、対話と協働的な取り組みを継続しました。

　環境整備・保全の活動として、政の茶屋園地に間伐材を利用したベンチを３台設置し、清水谷では新たな

防鹿ネットを設置しました。また、清水谷のネット内外の植生調査を継続した他、利用者の安全対策のため

の道標整備を継続し、増えすぎたシカのモニタリング調査に協力するなど、活発な活動を行いました。

■２０２４年度、収支計算書
（収入の部） 単位：円

予算額 決算額 差額

300,000 300,000 0

0 0 0

0 296 296 利息

300,000 300,296 296

（支出の部）

予算額 決算額 差額

90,000 86,744 -3,256 山麓委員会事務費・その他交通費など

300,000 320,816 20,816

(収支差額) 0 △ 20,520 △ 20,520

■２０２４年度、貸借対照表 単位：円

　＊注記1

Ⅰ．資産の部 　　（事業費）

　１.流動資産 1、環境整備・保全の活動 131,948

　　現金預金 　　現金手許有高 5,066 2、PR、普及啓発の活動 0

　　普通預金 384,255 3、安全対策の活動 37,388

389,321 4、生物多様性保全の活動 64,736           

流動資産合計 389,321 234,072

　２　固定資産 　　（管理費）

固定資産合計 0 　NPO山麓委員会 70,000

資産　合計 389,321 　その他管理費 16,744

Ⅱ．負債の部 86,744

　１　流動負債

未払金 0

流動負債合計 0

　２　固定負債

負債　合計 0

Ⅲ．正味財産の部

期首正味財産 409,841

当期正味財産増加額 △ 20,520

期末正味財産 389,321

負債及び正味財産合計 389,321

事業費の内訳

備　　　　　考

　サポーター資金収入 日本森林林業振興会　7/15

　寄付金収入

　りそな銀行箕面支店

24,072

　管理費

支出合計

科　　　目 金額

　事業費 210,000 234,072

明治の森箕面自然休養林管理運営協議会
２０２４年度（令和６年度）の主な活動実績及び決算報告

　雑収入

収入合計

科　　　目 備　　　　　考

科　　　目



１、環境整備・保全の活動 131,948    

ベンチ設置3台 30,440      政の茶屋園地　ベンチ3台：30,000、振込手数料

大掃除大作戦協賛金 10,000      みのお山パトロール隊

清水谷防鹿ネット 69,658      クサアジサイ保護/50×50ｍ防鹿ネット他備品

清水谷表示用杭 21,850      調査場所表示用の杭

２、PR、普及啓発の活動 -             

３、安全対策の活動 37,388      

森の道標+緊急ポイント看板 27,440      A4サイズ計5個×＠5400、振込手数料

道標支柱用の鋼材＆工具 9,948        アングル材、ドリルバッテリー

４、生物多様性保全の活動 64,736      

自動撮影カメラ 8,149        電池300本

清水谷調査活動 50,440      調査費用

ウシガエル駆除 6,147        アナゴカゴ4ヶ

その他管理費 86,744      

交通費 8,900        森林総研委員

通信費など 564           日本森林林業振興会への切手代など

協議会部屋代 7,280        会議室使用料

山麓委員会事務費 70,000      例会7回開催

〇環境整備・保全の活動

ベンチ設置3台・・・政の茶屋園地

植生保護目的の防鹿ネットの追加設置・・・清水谷／クサアジサイの保護

〇安全対策の活動
森の道標+緊急ポイント看板設置　計5か所
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